

































例えば､ ｢私は高知駅に着いた｡ そして､ ひ
ろめ市場に向かった｡ そしてたくさん食べた｡｣
というのと ｢私は高知駅についた｡ しかし､ ひ
ろめ市場にむかった｡ そして､ たくさん食べた｡｣
ここには３つの同じ事実が書いてあります｡ そ







































られました｡ しかし､ それ以外にも､ 語られて
いないところで､ いろいろな経験を実際はして


















































んです｡ ｢お母さんだめだった｡｣ と｡ 母から
｢いいよ､ いいよ､ そんなこともある｡ 仕方な
い｡｣ と言われるかと思ったら ｢ちぇっ｡｣ と言




































｢わかってくれる母｣ になった｡ そして ｢言っ
ても母との関係は壊れない｣ という､ これまで
私のとらえなかった現実が作りだされたのでし




























































































































































































て聞いたら､ ｢いや (言っていない)､ 怒られる























































































































求めて聞いている｡｣ と｡ そうなんだ､ 相手に
話して欲しくて話しかけている時､ 人は聴くこ
とができるんだと思って､ 私は随分安心したの





















いで､ イギリスの広告会社のサイト９)に 『change a
word change a world』 というキャッチコピーと
動画があります｡ 盲目の方が物乞いをされてい




の女の人が立ち止まって､ 『It's a beautiful





持ちになるんだろう｡ 私が思うに､ 『I'm blind.』
と書かれると､ 私は盲目じゃないからよくわか
んない｡ だから､ すごく体験が共有しにくい｡











































うと､ ベナー11)は 『リフレクションし､ 共有





































































て､ ｢うん､ それで良いと思うよ｣ と言われて
いた｡ ところが､ 師長さんはこの人の最初の語






行きです｡｣ と｡ 同時に､ 師長さんはやっぱり

































る､ と思ったそうです｡ それでも､ 言うべきか
どうか迷いはありながら､ ｢でもこれがあなた
の本質を表していると思うよ｣ と伝えた｡ そし
たら､ その新人さんは ｢あ､ 師長さんもそう思
うんですね｣｡ 師長さんがさらに ｢でも､ こう
いうことを出すのはつらかったよね｡ 師長であ
る私からこんなことを言われるのはつらかった


























































































































れらを支える根底に､ 師長さんの ｢承認｣ があっ
たと思います｡ 承認がある､ 理解されているな
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